
（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十
六
条

の
二
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十

五
条
、
第
百
九
十
六
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
実
施
地

域
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
地
域
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」

と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」と
、

第
十
九
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利

用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、

種
目
、
品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の

は
「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」と
、

第
百
九
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」と
あ
る
の
は「
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
二
百
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
、

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
六
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、
第
三
十
六
条
の
二
か

ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十
五
条
、

第
百
九
十
六
条
並
び
に
第
四
節
（
第
百
九
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
条
を
除
く
。）の
規
定
は
、
基
準
該
当

福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
実
施
地
域
」
と

あ
る
の
は
「
実
施
地
域
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る

の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
十

九
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者

に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、
種

目
、
品
名
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は

「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、

第
百
九
十
七
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」と
あ
る
の
は「
基

準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
十
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、第
三
十
一
条
、

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
百
九
十
八
条
、
第
二
百
条
か
ら
第
二
百
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百
四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
福

祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
以
下
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
」

と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第

三
十
一
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は

「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
第
百
九
十
八
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
、「
貸
与
」
と

あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
一
条
及
び

第
二
百
二
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
十
六
条

第
八
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
、第
三
十
一
条
、

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
九
十
八
条
、
第

二
百
条
か
ら
第
二
百
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
百
四
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
百
条
」
と
、「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
、
第
十
条
中
「
以
下

同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
下
同
じ
。）、
取
り
扱
う
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
適

切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
八
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」と
あ
る
の
は「
従

業
者
」
と
、「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
百
一
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ

る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、
第
百
九
十
八
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
、「
貸

与
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
一

条
及
び
第
二
百
二
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

第
十
三
条

こ
の
省
令
の
公
布
の
際
現
に
存
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
又
は
第
百
九
十
二
条
の

六
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
浴
室
及
び
食
堂
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条

こ
の
省
令
の
公
布
の
際
現
に
存
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も

の
と
し
て
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
百
七
十
七
条
第
三
項
又
は
第
百
九
十
二
条
の

六
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
浴
室
及
び
食
堂
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
六
に
規

定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
」
と
い
う
。）を
併
設
し
て
お
り
、
入
所
者
が
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
浴
室
及
び
食
堂
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
」
と

い
う
。）を
併
設
し
て
お
り
、
入
所
者
が
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
浴
室
及
び
食
堂
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

第
十
四
条

第
百
七
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療
養
病
床
等
を
有
す
る
病
院
又
は
病
床
を
有
す
る
診
療
所

の
開
設
者
が
、
当
該
病
院
の
療
養
病
床
等
又
は
当
該
診
療
所
の
病
床
を
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
転
換
（
当
該
病
院
の
療
養
病
床
等
又
は
当
該
診
療
所
の
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該

病
院
等
の
施
設
を
介
護
医
療
院
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
の
要
介
護
者
、
要
支
援
者
そ
の
他
の
者
を
入
所
又

（
新
設
）

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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